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１ 健全化判断比率 

  

（単位：％）

区　　分 南相馬市の数値 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率 － 12.57 20.00

連結実質赤字比率 － 17.57 30.00

実質公債費比率 12.9 25.0 35.0

将来負担比率 － 350.0  
＊平成19年度に成立した「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」において、 

地方公共団体の財政の健全性を示すものとして定められた指標である。 

＊実質赤字比率及び連結実質赤字比率は、赤字額がないため「－」表示としている。 

＊将来負担比率は、一般会計等が負担する将来の負担額よりも、将来負担額に充当 

可能な財源の額が上回るため「－」表示としている。 

 

○早期健全化基準とは 

地方公共団体が、財政収支の不均衡、その他の財政状況が悪化した状況におい

て、自主的かつ計画的にその財政の健全化を図るべき基準 

【基準値以上の場合】 

⇒・財政健全化計画の策定（議会の議決）・公表  

・外部監査要求の義務付け等 

  

○財政再生基準とは 

地方公共団体が、財政収支の著しい不均衡、その他の財政状況の著しい悪化に

より、自主的な財政の健全化を図ることが困難な状況において、計画的にその財

政の健全化を図るべき基準（国等の関与による確実な再生） 

【基準値以上の場合】 

⇒・財政再生計画の策定（議会の議決）・公表 

・外部監査要求の義務付け 

・計画について国への協議 

・地方債の制限（国の同意を得ていない場合）等 

   

 

 ４指標とも、「早期健全化基準」に該当しない状況である。 
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２ 資金不足比率 

（単位：％）

会　　計　　名 資金不足比率 経営健全化基準

水道事業会計 － 20.0

工業用水道事業会計 － 20.0

病院事業会計 － 20.0

下水道事業会計 － 20.0

簡易水道事業特別会計 － 20.0

農業集落排水事業特別会計 － 20.0

工場用地等整備事業特別会計 － 20.0  

＊平成19年度に成立した「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」において、 

公営企業会計の経営状況を示すものとして定められた指標である。 

＊資金不足比率は、資金不足額がないため「－」表示としている。 

 

○経営健全化基準 

 地方公共団体が、自主的かつ計画的に公営企業の経営の健全化を図るべき基準 

【基準値以上の場合】 

⇒・経営健全化計画の策定（議会の議決）・公表  

・外部監査要求の義務付け等 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全ての会計において、「経営健全化基準」に該当しない状況である。 
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３ 各健全化判断比率の算定内訳 

（１）実質赤字比率 

○一般会計等を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率 

    ○一般会計等の赤字の程度を示すもので、数値が大きいほど財政状況が厳

しいことを表す。 

  

（単位：％）

区　　分 H26 a H25 b 差引（a－b）

実質赤字比率 ▲ 16.95 ▲ 11.52 ▲ 5.43

早期健全化基準 12.57 12.59 ▲ 0.02

財政再生基準 20.00  

＊ 実質赤字比率は、実質収支額が黒字のため、▲表示にしている。 

＊ 早期健全化基準は、標準財政規模に応じ11.25％から15％となる。 

 

   

 

・一般会計等の実質赤字額：一般会計及び特別会計のうち普通会計に相当する

会計における実質赤字の額 

・実質赤字の額＝「（歳入総額－歳出総額）－（支払繰延額＋事業繰越額）－

翌年度に繰り越すべき財源」が負数の場合における、その数

値の絶対値の額 

(単位：千円、％）

H26実質収支額
a

H25実質収支額
b

差引（a－b）

3,108,717 2,076,507 1,032,210

育英資金貸付特別会計 4,863 7,928 ▲ 3,065

亜炭鉱害復旧施設維持管理事業特別会計 989 809 180

3,114,569 2,085,244 1,029,325

▲ 3,114,569 ▲ 2,085,244 ▲ 1,029,325

18,368,633 18,101,070 267,563

▲ 16.95 ▲ 11.52 ▲ 5.43

会　　計　　名

　一般会計

実質赤字比率（％）

一
般
会
計
等

一

般

会

計

等

に

属

す

る

特

別

会

計

合計

実質赤字額

標準財政規模（臨時財政対策債発行可能額含む）

 

 

 一般会計等の実質赤字額 

標準財政規模 
実質赤字比率＝ 

一般会計等の実質収支額は黒字であり、実質赤字比率は生じていない。 
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（２）連結実質赤字比率 

○全会計を対象とした実質赤字（又は資金の不足額）の標準財政規模に対

する比率 

○一般会計等に加え、国民健康保険特別会計、水道事業などのすべての

公営事業会計を合算し、市全体としての赤字の程度を示すもので、数

値が大きいほど市全体の財政状況が厳しいことを表す。 

  

（単位：％）

区　　分 H26 a H25 b 差引（a－b）

連結実質赤字比率 ▲ 65.73 ▲ 52.90 ▲ 12.83

早期健全化基準 17.57 17.59 ▲ 0.02

財政再生基準 30.00  

＊ 連結実質赤字比率は、実質収支額、資金不足・剰余額が黒字のため、▲表示に

している。 

＊ 早期健全化基準は、標準財政規模に応じ16.25％から20％となる。 

 

   

 

 

 

・連結実質赤字額：イとロの合計額がハとニの合計額を超える場合の当該超

える額 

イ 一般会計及び公営企業（地方公営企業法適用企業・非適用企業）以

外の特別会計のうち、実質赤字を生じた会計の実質赤字の合計額 

ロ 公営企業の特別会計のうち、資金の不足額を生じた会計の資金の不

足額の合計額 

ハ 一般会計及び公営企業以外の特別会計のうち、実質黒字を生じた会

計の実質黒字の合計額 

ニ 公営企業の特別会計のうち、資金の剰余額を生じた会計の資金の剰

余額の合計額 

 

 

連結実質赤字額（イ+ロ）－（ハ+ニ） 

標準財政規模 
連結実質赤字比率＝ 
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　 (単位：千円、％）

H26実質収支額、
資金不足・剰余額

a

H25実質収支額、
資金不足・剰余額

b

差  引

（a－b）

3,114,569 2,085,244 1,029,325

国民健康保険特別会計 1,211,539 1,181,171 30,368

介護保険特別会計 65,439 86,521 ▲ 21,082

後期高齢者医療特別会計 1,023 672 351

介護サービス事業特別会計 0 0 0

水道事業会計 3,300,256 2,663,356 636,900

工業用水道事業会計 1,645,315 1,259,390 385,925

病院事業会計 1,839,382 1,541,403 297,979

下水道事業会計 893,305 712,964 180,341

簡易水道事業特別会計 0 0 0

農業集落排水事業特別会計 3,580 45,909 ▲ 42,329

工場用地等整備事業特別会計 0 0 0

12,074,408 9,576,630 2,497,778

▲ 12,074,408 ▲ 9,576,630 ▲ 2,497,778

18,368,633 18,101,070 267,563

▲ 65.73 ▲ 52.90 ▲ 12.83

合　　　計

連結実質赤字額

標準財政規模

連結実質赤字比率（％）

会　　計　　名

　一般会計等

法
適

一般会計等

以外の特別

会計のう

ち、公営企

業に係る特

別会計以外

の特別会計公
営
事
業
会
計

公
営
企
業
会
計
法
非
適

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般会計等及び連結するすべての他の会計を合算した実質収支額、資

金不足・剰余額が黒字であり、連結実質赤字比率は生じていない。 
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（３）実質公債費比率 

○一般会計等が負担する元利償還金及び準元利償還金の標準財政規模に

対する比率 

○地方債の返済額及びこれに準ずる額の負担の程度を示すもので、数値

が大きいほど返済負担が重いことを表す。  

  

（単位：％）

区　　分 H26 a H25 b 差引（a－b）

実質公債費比率
(３ヵ年平均）

12.9 14.1 ▲ 1.2

早期健全化基準

財政再生基準 35.0

25.0

 

 

・準元利償還金 ： ③から⑦までの合計額  

 ③ 満期一括償還地方債について、償還期間を30年とする元金均等年賦償還とした

場合における1年当たりの元金償還金相当額  

④ 一般会計等から一般会計等以外の特別会計への繰出金のうち、公営企業債の償

還の財源に充てたと認められるもの  

 ⑤ 組合・地方開発事業団（組合等）への負担金・補助金のうち、組合等が起こし

た地方債の償還の財源に充てたと認められるもの  

⑥ 債務負担行為に基づく支出のうち公債費に準ずるもの 

⑦ 一時借入金の利子 

      

 

 

  

 

 

（地方債の元利償還金＋準元利償還金）－ 

  （特定財源+元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額） 

標準財政規模－ 

元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額 

実質公債費比率＝ 

（３ヵ年平均） 
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1,800,322 11.8 2,076,085 13.8 1,993,251 13.3 

① 3,709,016 24.3 3,730,354 24.9 3,540,131 23.5 

② 0 0.0 0 0.0 0 0.0 

③ 0 0.0 0 0.0 0 0.0 

④ 991,631 6.5 1,033,276 6.9 1,127,605 7.5 

⑤ 39,196 0.3 37,877 0.3 39,095 0.3 

⑥ 239,118 1.6 380,707 2.5 350,362 2.3 

⑦ 0 0.0 0 0.0 0 0.0 

控除額計 A （⑧～⑭）
（基準財政需要額に算入された額）
⑧ 特定財源の額 55,611 0.4 1,105 0.0 6,028 0.0 
⑨ 事業費補正算入 684,432 4.5 725,011 4.8 740,560 4.9 
⑩ 事業費補正算入（準元利償還金分） 360,008 2.4 405,840 2.7 473,665 3.1 
⑪ 災害復旧費等 1,924,387 12.6 1,814,137 12.1 1,664,297 11.1 
⑫ 災害復旧費等（準元利償還金分） 1,129 0.0 4,165 0.0 10,552 0.1 
⑬ 密度補正算入 31,086 0.2 31,412 0.2 31,396 0.2 
⑭ 密度補正算入（準元利償還金分） 121,986 0.8 124,459 0.8 137,444 0.9 

15,245,605 100.0 14,996,046 100.0 15,043,368 100.0 

⑮ 10,832,163 71.1 9,066,645 60.5 9,255,644 61.5 
⑯ 普通交付税額 6,299,473 41.3 7,338,335 48.9 7,259,445 48.3 
⑰ 臨時財政対策債発行可能額 1,236,997 8.1 1,696,090 11.3 1,586,193 10.5 
控除額計　A－⑧ 3,123,028 20.5 3,105,024 20.7 3,057,914 20.3 

11.8 13.8 13.3

25（単年度）

算 定 額 分母比

3,106,129 20.7 

一時借入金の利子

分　　母(⑮～⑰ － (控除額計 A－⑧)）

公営企業に要する経費の財源とする地方債の償

還の財源に充てたと認められる繰入金

標準税収入額等

3,063,942 20.4 

公債費に準ずる債務負担行為に係るもの

積立不足額を考慮して算定した額

満期一括償還地方債の１年当たりの元金償還金
に相当するもの（年度割相当額）

実質公債費比率（単年度）

実質公債費比率分析
26（単年度）

12.9 

分　　子(①～⑦ － 控除額計A)
元利償還金の額
（繰上償還額等の額に係る分を除く）

一部事務組合等の起こした地方債に充てたと認め
られる補助金又は負担金

24（単年度）

算 定 額

H26実質公債費比率（３ヵ年平均）

(単位：千円、％）

算定額 分母比

3,178,639 20.8 

分母比

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実質公債費比率（H24～H26の3ヵ年平均値）は12.9％であり、

早期健全化基準（25.0％）を下回った。 

平成25年度と比較すると、単年度ベースでは▲2.0ポイント低下

（㉕13.8％→㉖11.8％）し、3ヵ年平均値では▲1.2ポイント低下

（㉕14.1％→㉖12.9%）した。 

その主な要因については、 

・単年度ベースでは、国営請戸川地区土地改良事業に伴う負担金が

平成 25年度で終了したことなどにより公債費に準ずる債務負

担行為額が▲141,589千円減少したこと 

・3ヵ年平均値ベースでは、平成23年度の単年度比率15.3％が

平成26年度の単年度比率11.8％に置き換わったこと 

などによる。 
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（４）将来負担比率 

○一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率 

○地方債など将来負担すべき額の残高の程度を示すもので、数値が大きい

ほど今後の財政負担が重いことを表す。 

  

（単位：％）

区　　分 H26 a H25 b 差引（a－b）

将来負担比率 － － －

早期健全化基準 350.0  

＊ 将来負担比率は、一般会計等が負担する将来の負担額よりも、将来負担額に充
当可能な財源の額が上回るため、「－」表示にしている。 

 ・将来負担額 ： ①’から⑧’までの合計額  

①’一般会計等の当該年度の前年度末における地方債現在高  

 ②’債務負担行為に基づく支出予定額（地方財政法第５条各号の経費に係るもの） 

③’一般会計等以外の会計の地方債の元金償還に充てる一般会計等からの繰入見

込額  

④’当該団体が加入する組合等の地方債の元金償還に充てる当該団体からの負担

等見込額  

⑤’退職手当支給予定額（全職員に対する期末要支給額）のうち、一般会計等の

負担見込額 （職員数は決算年度末在職者から年度末退職者を除く） 

⑥’地方公共団体が設立した一定の法人の負債の額、その者のために債務を負担

している場合の当該債務の額のうち、当該法人等の財務・経営状況を勘案した

一般会計等の負担見込額  

⑦’連結実質赤字額  

⑧’組合等の連結実質赤字額相当額のうち一般会計等の負担見込額  

・充当可能基金額 ： ①’から⑥’までの償還額等に充てることができる地方自

治法第241条の基金  

 

  

 

 

将来負担額－（充当可能基金額+特定財源見込額+ 

      地方債現在高等に係る基準財政需要額算入見込額） 

標準財政規模－ 

元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入見込額 

将来負担比率＝ 
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対 前 年 度
増 減 率

▲2,130,773 ▲13.8 ▲740,014 ▲4.9 ▲1,390,759 -　

将来負担額 B (①'～⑧' ) 51,345,570 336.8 51,576,299 343.9 ▲230,729 ▲0.4

①'地方債の現在高 33,044,142 216.7 32,888,826 219.3 155,316 0.5

②'債務負担行為に基づく支出予定額 1,030,860 6.8 1,271,527 8.5 ▲240,667 ▲18.9

③'公営企業債等繰入見込額 12,747,740 83.6 12,476,221 83.2 271,519 2.2

④'組合等負担等見込額 285,537 1.9 294,281 2.0 ▲8,744 ▲3.0

⑤'退職手当負担見込額 4,237,291 27.8 4,645,444 31.0 ▲408,153 ▲8.8

⑥'設立法人の負債額等負担見込額 0 0.0 0 0.0 0 -　

地方道路公社 0 0.0 0 0.0 0 -　

土地開発公社 0 0.0 0 0.0 0 -　

第三セクター等 0 0.0 0 0.0 0 -　

⑦'連結実質赤字額 0 0.0 0 0.0 0 -　

⑧'組合等連結実質赤字額負担見込額 0 0.0 0 0.0 0 -　

充当可能財源等 C（⑨'～⑪'） 53,476,343 350.8 52,316,313 348.9 1,160,030 2.2

⑨'充当可能基金 20,952,718 137.4 20,284,247 135.3 668,471 3.3

⑩'  充当可能特定歳入 167,830 1.1 35,800 0.2 132,030 368.8

うち都市計画税 0 0.0 0 0.0 0 -　

⑪'基準財政需要額算入見込額 32,355,795 212.2 31,996,266 213.4 359,529 1.1

15,245,605 100.0 14,996,046 100.0 249,559 1.7

18,368,633 120.5 18,101,070 120.7 267,563 1.5

控除額計　A－⑧（再掲） 3,123,028 20.5 3,105,024 20.7 18,004 0.6

- - -

(単位：千円、％）

25 26－25

算 定 額 分母比 算 定 額 分母比 増 減

分　　子(B－C)

分　　母(標財 － (控除額計 A－⑧)）

標準財政規模

将来負担比率

将来負担比率分析
26

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般会計等が負担する将来の負担額よりも、将来負担額に充当可

能な財源の額が上回るため、将来負担比率は生じていない。（早期健

全化基準350.0%） 

なお、参考として充当可能財源等の超過率をマイナス表示した比

率は▲13.8％である。（平成25年度▲4.9%） 

その主な要因については、 

・財政調整基金、東日本大震災復旧・復興基金の積立などにより

充当可能基金残高が668,471千円増加したこと 

・退職手当支給予定額の高い職員が減少していることに加えて、

支給率も段階的に引き下げられていることで、退職手当負担見

込額が▲408,153千円減少したこと 

などによる。 
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４ 資金不足比率の算定内訳 

○公営企業ごとの資金不足額の事業の規模に対する比率 

 ○公営企業の事業規模に対する資金不足額の程度を示すもので、数値が大き 

 いほど経営状況が厳しいことを表す。 

（単位：％）

H26 a H25 b 差引（a－b）

水道事業会計 ▲ 347.8 ▲ 318.7 ▲ 29.1

工業用水道事業会計 ▲ 413.1 ▲ 314.0 ▲ 99.1

病院事業会計 ▲ 59.7 ▲ 50.1 ▲ 9.6

下水道事業会計 ▲ 160.6 ▲ 134.2 ▲ 26.4

簡易水道事業特別会計 0.0 0.0 0.0

農業集落排水事業特別会計 ▲ 8.8 ▲ 113.9 105.1

工場用地等整備事業特別会計 0.0 0.0 0.0

＊資金不足額がないため、▲表示にしている。

20.0

会　　計　　名

法
適

経営健全化基準

法
非
適

 

 

 

 

 

資金の不足額（法適用企業）＝（流動負債－流動負債に計上されている企業債及び

長期借入金で建設改良費等に充てられる額－流

動負債に計上されている引当金とリース債務）＋

建設改良費等以外の経費の財源に充てるために

起こした地方債の現在高－（流動資産＋流動資産

に係る貸倒引当金）－解消可能資金不足額  

資金の不足額（法非適用企業）＝Ａ歳出額＋Ｂ建設改良費等以外の経費の財源に充

てるために起こした地方債現在高－Ｃ（歳入額-

翌年度に繰り越すべき財源）－Ｄ解消可能資金不

足額  

   

 

 

 

 
資金の不足額 

事業の規模 

資金不足比率＝ 

Ｄの解消可能資金不足額は、Ａ+Ｂ-Ｃ＞0で

あれば算入し、Ａ+Ｂ-Ｃ-Ｄ＜０となるとき

は、Ａ+Ｂ-Ｃ-Ｄ＝０とする。 

負数表示の場合は、資金の剰余額となる。 
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※工場用地等整備事業特別会計の場合 

Ａ歳出額＋Ｂ建設改良費等以外の経費の財源に充

てるために起こした地方債現在高－Ｃ（歳入額-

翌年度に繰り越すべき財源）－Ｄ土地収入見込額

＋Ｅ（地方債残高+他会計長期借入金）  

事業の規模（法適用企業）   ＝ 営業収益の額－受託工事収益の額  

事業の規模（法非適用企業）  ＝ 営業収益に相当する収入の額－受託工事収益に

相当する収入の額  

(単位：千円、％）

会　　計　　名 資金不足額　ア 事業の規模　イ
資金不足比率(%)
ア/イ×100

水道事業会計 ▲ 3,300,256 948,840 ▲ 347.8

工業用水道事業会計 ▲ 1,645,315 398,316 ▲ 413.1

病院事業会計 ▲ 1,839,382 3,081,417 ▲ 59.7

下水道事業会計 ▲ 893,305 556,331 ▲ 160.6

簡易水道事業特別会計 0 841 0.0

農業集落排水事業特別会計 ▲ 3,580 40,747 ▲ 8.8

工場用地等整備事業特別会計 0 367,348 0.0

＊資金不足額がないため、▲表示にしている。

法
適

法
非
適

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全ての公営企業において、資金不足となる会計はない。 

Ｅについては、Ａ+Ｂ-Ｃ-Ｄ＜0であれば算

入し、Ａ+Ｂ-Ｃ-Ｄ+Ｅ＞０となるときは、

Ａ+Ｂ-Ｃ-Ｄ+Ｅ＝０とする。 
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【参考資料】 

○ 南相馬市の標準財政規模 

標準税収入額等 普通交付税 臨時財政
対策債

（標準税収入額＋譲与税・交安交付金）

（１０８億３，２１６万３千円） （６２億９，９４７万３千円） （１２億３，６９９万７千円）

平成２６年度南相馬市 １８３億６，８６３万３千円

標準財政規模

地方自治体の一般財源の標準的大きさを示す指標で健全化指標の分母となる重要な
数値である。

標準財政規模は、「標準税収入額等＋普通地方交付税額」で求められ、標準的に収入
しうる「経常一般財源」の大きさを表す。

また、普通交付税の振替財源である臨時財政対策債発行可能額もこの標準財政規模
に加えられている。
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○ 南相馬市における健全化判断比率等の対象会計等 

育英資金貸付特別会計

亜炭鉱害復旧施設維持管理事業特別会
計

国民健康保険特別会計

介護保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護サービス事業特別会計

水道事業会計

工業用水道事業会計

病院事業会計

下水道事業会計

簡易水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

工場用地等整備事業特別会計

相馬地方広域市町村圏組合

相馬地方広域水道企業団

福島県後期高齢者医療広域連合

福島県市民交通災害共済組合

福島県市町村総合事務組合

相馬地方土地開発公社
地方公社
第三セクター等

※介護サービス事業特別会計については、決算統計上は公営企業会計（法非適用企業）として取り扱うこ
 　とになっているが、健全化判断比率等算定上は、公営企業会計以外の公営事業会計として取り扱うた
 　め、資金不足比率の算定対象とはならないものである。

公
営
事
業
会
計

一般会計等以外
の特別会計のう

ち、公営企業に
係る特別会計以

外の特別会計
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営
企
業
会
計
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